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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月27日(2012.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明の密閉電池の製造方法おいては、第３の工程で接続端子と電流遮断機構との間の
空気漏れを検査しているので、組立途中で溶接不良の電池を選別することができ、しかも
、第５の工程で貫通穴内に弾性部材からなる端子栓を挿入しているので、第７の工程での
電解液注入時及びその後に必要に応じて行われる水洗時に貫通穴の内部に電解液が浸入す
ることを防止することができる。そのため、本発明の密閉電池の製造方法によれば、途中
で不良品の選別が行われていると共に、電流遮断機構が腐食されて誤動作を起こすことが
なくなるので、高信頼性の密閉電池を製造することができるようになる。なお、空気漏れ
を検査する際に使用するガスとしては、窒素（Ｎ２）ガス等の不活性ガス、乾燥空気等を
用いることができる。
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